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８月１８日、水産技術開発センターが調査したところ、着色域は確認されず、シャットネラ
アンティーカは確認されませんでした。珪藻類は、St.2、St.A で多く、St.D でやや多く、そ
の他で少ない状況でした。水温は 27.1 ～ 29.0 ℃でした。 

 今回のシャットネラ アンティーカによる赤潮は終息状態となっていることから、今後、八代
海において漁業被害が発生する恐れは低いと考えられ、本日、赤潮警報を解除しました。 
 その他、通常検鏡でカレニア ミキモトイが最高 440 細胞/mL（St.A）、マーガレフィディニ
ウム 笠沙型が最高 1800 細胞/mL（St.A）確認されました。 

各漁協・養殖業者などにおかれましては、今後も有害赤潮プランクトンの早期発見のため、
定期的な検鏡を実施するなど、監視をお願いします。 

 
 
 

 
※シャットネラ アンティーカの特徴 
・適水温 23～26 ℃・適塩分 30 以下 
・魚毒性がきわめて強く、致死細胞密  

度はブリ類で 30-50 細胞/mL 
 

※カレニア ミキモトイの特徴 
・適水温 10～30℃ 
・適塩分 15～30 
・魚毒性が強く，致死細胞密度は数千 
 細胞/mL 前後 
・魚介類（ブリ，タコ，貝類など）に 

被害を及ぼすおそれあり。 
 
                           ※マーガレフィディニウム 笠沙型 

（旧称：コクロディニウム 笠沙型）の
特徴 

・適水温 27-28℃ 
                            ・適塩分 31-32 

・魚毒性が強く，致死細胞密度は 
２千細胞/mL 前後 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(参考) 熊本県も八代海の赤潮に関する情報を発信していますので、下記ＨＰを御参照ください。 

      https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/95/264971.html 

赤潮情報：
http://kagoshima.suigi.jp/akashio/
newHP/index.html 

八代海に６月１６日付けで発出した赤潮警報を解除しました。  


